
庁   議   録 

招集年月日 令和５年１月 27 日（金） 

開会時刻 午前９時 30 分 閉会時刻 午前 10 時 58 分 

開催場所 401・402 多目的会議室 

出席の状況（○出席者、代は代理出席） 

１ 市長 ○ ２ 副市長 〇 ３ 教育長 ○ 

４ 総務部長 ○ ５ 未来政策部長 〇 ６ 財務部長 ○ 

７ 市民生活部長 〇 ８ 健康福祉部長 欠 ９ 産業部長 ○ 

10 建設部長 ○ 11 建設部理事 ○ 12 教育部長 〇 

13 こども部長 ○ 14 議会事務局長 代 15 会計管理者 ○ 

         

代理出席者 議会事務局次長 

 

職務のため出席

した者 

伊達総合支所長、梁川総合支所長、保原総合支所長、霊山総

合支所長、月舘総合支所長、危機管理担当参事、健康対策担

当参事、農業委員会事務局長、行政委員会事務局長、人事課

長、秘書広報課長、デジタル変革課長、総合政策課長、財政

課長、総務課長 

 

案件説明のため

出席した者 

 

 

 

 

 

 

付 議 事 案 

協 議 事 項 

１.開会 

 

２．議題 

(1)令和５年伊達市議会定例会第１回定例会議（３月定例会

議）提出議案報告について           【総務部】 

 

３．報告 

(1)伊達市イオンモールプラスワンプロジェクト・チームの設

置について                 【未来政策部】 

(2)引越しワンストップサービスについて   【市民生活部】 

(3)令和４年度伊達市ふるさと納税クラウドファンディング

について                   【産業部】 

 

４．各部からの情報提供：総務部 

 

 



会議の経過・結果 

１.開会 

 

２.議題 

(1) 令和５年伊達市議会定例会第１回定例会議（３月定例会議）提出議案報告に

ついて 

各担当部長が資料に基づき説明した。 

 

３.報告 

(1) 伊達市イオンモールプラスワンプロジェクト・チームの設置について 

未来政策部長が資料に基づき説明した。 

 

(2) 引越しワンストップサービスについて 

市民生活部長が資料に基づき説明した。 

 

(3) 令和４年度伊達市ふるさと納税クラウドファンディングについて 

産業部長が資料に基づき説明した。 

 

４．各部からの情報提供：総務部 

・ケーブルテレビの「新たな映像配信」への転換推進に係る進捗状況について 

 

５.その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定表（２月上半期） 

(2)その他 

 ・産業部長がふるさと祭り東京 2023 の実施報告、道の駅りょうぜんでの伊達

鶏 PR フェアについて報告した。 

 

【副市長より】 

 県発注工事において、入札予定価格の基礎となる設計金額の漏えい事件があっ

た。他山の石とするように、管理職においては改めて職員の指導をお願いしたい。

５．その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定（２月上半

期） 

(2)その他 

 

６.閉会 



今回の事件においては、担当者以外から情報が漏えいしていることから、設計デ

ータの管理・保管の徹底など、全庁的に注意が必要である。閲覧権限やパスワー

ド設定、データ保管時のルール化など、各部でしっかり対応してほしい。また、

職員倫理規則及び倫理規程を改めて確認・徹底するようにしてほしい。 

 

【市長より】 

 ふるさと納税のクラウドファンディングについては、目標額 6,000 万円に対し

て 9,300万円の寄付があった。伊達市の桃に対する期待が非常に大きいと感じる。

今後も産地を守って生産を支援していかなければならない。頂いた寄付について

は、課題解決に向けて有効に活用していきたい。 

東京でふるさと祭りや銀座ミツバチプロジェクトなど様々なイベントが行わ

れた。イベントには、多くの人が訪れ、応援の声をいただき、伊達市に対する思

いが強いと感じた。イベント等の参加を通して、市内だけではなく、全国に対し

て伊達市の良さを伝えていきたい。 

１月 21 日に歴史文化講演会があった。ふるさと大使にも参加していただき、

伊達市の歴史・文化について様々な角度から話してもらった。伊達市には深い歴

史や文化があると感じた。歴史や文化、産業などよく知ったうえで発信していく

ことが重要。発信の仕方についても改めて考え、マニュアルを整備するなど統一

的に分かりやすく発信できるようにしてほしい。職員一人一人が伊達市のセール

スマンとして、部局を超えて、伊達市のことをオールマイティに知らなければな

らない。そのためには、各部の施策などを共有できる場をもっと設けて、よく知

ったうえで情報発信をしてほしい。 

 

６.閉会 

 


